東洋文庫所蔵本に押捺された蔵書印について(7)学校・教育機関の蔵書印 by 中善寺 慎
東
洋
文
庫
所
蔵
本
に
押
捺
さ
れ
た
蔵
書
印
に
つ
い
て
(
七)
―
学
校
・
教
育
機
関
の
蔵
書
印
―
中
善
寺
慎
凡
例・
印
影
は
縮
尺
任
意
の
単
色
写
真
で
あ
る
。
・
印
の
大
き
さ
も
色
調
も
原
本
を
再
現
で
き
な
か
っ
た
。
・
代
わ
り
に
印
文
の
縦
の
寸
法
を
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
数
字
で
掲
げ
た
。
・
複
数
の
資
料
に
該
当
蔵
書
印
を
見
い
出
せ
る
も
の
は
、
印
影
を
採
集
し
た
資
料
名
に
＊
印
を
付
し
た
。
・
資
料
名
に
つ
づ
け
て
、
請
求
記
号
を
丸
括
弧
に
包
ん
で
付
し
た
。
・
学
校
・
教
育
機
関
の
沿
革
な
ど
は
次
の
資
料
に
依
っ
た
。
井
上
宗
雄
[
ほ
か]
編
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典』
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典』
一
九
国
立
国
会
図
書
館
篇
『
人
と
蔵
書
と
蔵
書
印』
日
本
近
代
教
育
史
事
典
編
集
委
員
会
編
『
日
本
近
代
教
育
史
事
典』
・
配
列
は
、
学
校
・
教
育
機
関
の
よ
み
の
五
十
音
順
と
し
た
。
二
〇
二
一
岩
手
県
立
一
関
中
学
校
岩
手
県
で
二
番
目
に
開
校
し
た
県
立
中
学
校
。
明
治
三
十
一
年
(
一
八
九
八)
岩
手
県
一
関
尋
常
中
学
校
と
し
て
創
立
。
明
治
三
十
四
年
(
一
九
〇
一)
県
立
一
関
中
学
校
と
改
称
。
昭
和
二
十
三
年
(
一
九
四
八)
学
制
改
革
に
よ
り
県
立
一
関
第
一
高
等
学
校
と
な
る
。
北
上
盆
地
南
端
の
中
核
都
市
で
あ
る
一
関
は
、
天
和
二
年
(
一
六
八
二)
以
降
、
田
村
藩
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
。
廃
藩
置
県
後
の
一
関
県
(
の
ち
磐
井
県)
時
代
に
は
県
庁
所
在
地
で
あ
っ
た
。
｢
岩
手
県
立
一
関
中
学
校｣
(
60)
＊
柳 
雑
筆
(
Ⅱ
一
Ｅ
一
一
〇
三)
新
編
鎌
倉
志
( 
五
Ｃ
七
五)
二
二
大
津
師
範
学
校
明
治
期
の
滋
賀
県
大
津
に
置
か
れ
た
教
員
養
成
教
育
機
関
。
明
治
八
年
(
一
八
七
五)
設
置
の
小
学
校
教
員
伝
習
所
(
同
年
滋
賀
県
師
範
学
校
と
改
称)
を
前
身
と
す
る
。
翌
年
滋
賀
県
大
津
師
範
学
校
と
改
称
し
、
明
治
十
三
年
(
一
八
八
〇)
ふ
た
た
び
滋
賀
県
師
範
学
校
の
校
名
に
復
す
る
ま
で
、
こ
の
名
称
が
用
い
ら
れ
た
。
書
籍
縦
覧
所
は
、
明
治
十
一
年
(
一
八
七
八)
開
設
、
翌
年
本
校
の
附
属
施
設
と
な
る
が
、
明
治
二
十
年
(
一
八
八
七)
に
廃
せ
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
四
年
(
一
九
四
九)
滋
賀
県
師
範
学
校
は
彦
根
経
済
専
門
学
校
、
滋
賀
青
年
師
範
学
校
と
合
同
し
て
、
滋
賀
大
学
に
昇
格
し
た
。
｢
消
印
滋
賀
県
尋
常
師
範
学
校｣
(
43)三
代
実
録
(
Ⅹ
五
Ｄ
一
七)
｢
大
津
師
範
学
校
書
籍
縦
覧
所
蔵
書
之
印｣
(
45)
三
代
実
録
(
Ⅹ
五
Ｄ
一
七)
二
三
岡
藩
校
豊
後
国
岡
藩
中
川
家
の
藩
校
。
享
保
十
一
年
(
一
七
二
六)
岡
藩
主
中
川
久
通
に
よ
っ
て
竹
田
村
杣
谷
に
設
け
ら
れ
た
輔
仁
堂
を
、
安
永
五
年
(
一
七
七
六)
藩
主
久
貞
が
藩
直
轄
と
し
て
拡
張
、
由
学
館
と
称
し
た
。
天
明
六
年
(
一
七
八
六)
新
た
に
武
館
を
城
下
鷹
匠
町
に
設
け
経
武
館
と
称
し
、
藩
士
の
子
弟
は
文
館
・
武
館
の
い
ず
れ
か
に
入
学
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
天
保
三
年
(
一
八
三
二)
藩
主
久
教
は
由
学
館
を
七
里
に
移
し
拡
張
、
角
田
九
華
を
教
授
に
登
用
し
て
学
制
の
刷
新
を
行
な
っ
た
。
明
治
元
年
(
一
八
六
八)
文
武
両
館
は
合
併
し
て
修
道
館
と
改
称
す
る
。
｢
由
学
館｣
(
32)
王
氏
書
画
苑
(
Ⅲ
九
Ｂ
一
六
六)
二
四
開
成
学
校
明
治
初
期
の
官
立
洋
学
教
育
機
関
。
東
京
大
学
の
源
流
の
ひ
と
つ
。
開
成
学
校
の
名
は
学
校
制
度
の
変
遷
に
伴
う
目
ま
ぐ
る
し
い
名
称
変
更
の
た
め
前
後
二
期
に
分
か
れ
る
。
幕
府
設
立
の
開
成
所
(
蕃
書
調
所
の
後
身)
の
名
を
改
め
た
開
成
学
校
(
前
期
開
成
学
校)
は
、
大
学
南
校
、
南
校
、
第
一
大
学
区
第
一
番
中
学
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に
明
治
六
年
(
一
八
七
三)
再
び
開
成
学
校
(
後
期
開
成
学
校)
と
名
称
を
改
め
た
。
こ
の
年
に
神
田
錦
町
の
新
校
舎
へ
移
転
。
法
学
・
理
学
・
工
学
・
文
学
系
の
専
門
学
を
授
け
る
学
校
で
、
南
校
時
代
の
貢
進
生
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が
士
族
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
雲
村
文
庫
の
和
田
維
四
郎
も
開
成
学
校
に
鉱
物
学
を
学
ん
で
い
る
。
明
治
七
年
(
一
八
七
四)
東
京
開
成
学
校
と
改
称
、
明
治
十
年
(
一
八
七
七)
東
京
医
学
校
と
合
併
し
て
東
京
大
学
と
な
る
。
｢
第
一
大
学
区
開
成
学
校
図
書｣
(
75)
図
画
正
誤
(
ＸⅤ
三
Ｂ
ｄ
六)
二
五
開
成
所
幕
末
期
に
設
け
ら
れ
た
江
戸
幕
府
の
洋
学
教
育
機
関
。
蕃
書
調
所
の
後
身
。
文
久
三
年
(
一
八
六
三)
洋
書
調
所
を
改
称
し
た
も
の
。
神
田
一
ツ
橋
の
外
護
持
院
原
に
所
在
。
教
育
関
係
機
関
の
統
合
過
程
の
中
で
学
問
所
の
附
属
と
さ
れ
官
立
学
校
の
系
統
に
含
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
元
年
(
一
八
六
八)
明
治
政
府
の
管
轄
下
に
移
る
。
維
新
に
際
し
て
は
、
静
岡
学
問
所
や
沼
津
兵
学
校
に
職
を
転
ず
る
教
官
も
多
か
っ
た
。
明
治
二
年
(
一
八
六
九)
大
学
校
に
吸
収
さ
れ
そ
の
一
部
と
な
り
、
名
称
を
開
成
学
校
と
改
め
た
。
｢
開
成
所
刊
行｣
(
58)
改
正
増
補
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
(
ＸⅦ
一
二
Ｃ
一
〇)
二
六
笠
間
藩
校
常
陸
国
笠
間
藩
牧
野
家
の
藩
校
。
文
化
十
四
年
(
一
八
一
七)
藩
主
牧
野
貞
喜
が
藩
政
改
革
の
一
環
と
し
て
城
下
桜
町
に
藩
校
時
習
館
を
創
設
、
ま
た
講
武
館
を
設
け
た
。
文
政
六
年
(
一
八
二
三)
医
学
所
博
采
館
の
設
置
は
、
医
学
教
授
の
ほ
か
に
薬
草
を
栽
培
し
内
外
物
産
を
収
集
さ
せ
る
な
ど
、
藩
主
貞
幹
の
本
草
学
へ
の
関
心
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
の
時
期
に
藩
校
の
規
模
が
拡
大
・
整
備
さ
れ
た
。
安
政
六
年
(
一
八
五
九)
藩
主
貞
直
は
時
習
館
を
城
下
中
央
大
和
田
に
移
し
、
ま
た
講
武
・
博
采
両
館
を
時
習
館
内
に
統
合
し
て
藩
校
教
育
の
振
興
を
図
っ
た
。
明
治
三
年
(
一
八
七
〇)
に
は
藩
学
寮
(
本
校)
と
小
学
校
と
の
二
部
に
学
制
が
改
め
ら
れ
る
。
｢
笠
間
文
庫｣
(
73)
大
清
三
朝
事
略
(
Ｅ
二
二
二
・
〇
六
ム
ラ
〇
一
〇
〇
一)
二
七
桑
名
藩
校
伊
勢
国
桑
名
藩
松
平
家
の
藩
校
。
寛
永
十
二
年
(
一
六
三
五)
桑
名
藩
主
と
な
っ
た
松
平
定
綱
が
開
設
し
た
学
問
所
を
起
源
と
す
る
。
そ
の
後
松
平
家
は
、
越
後
高
田
つ
い
で
奥
州
白
河
に
移
封
。
寛
政
三
年
(
一
七
九
一)
白
河
藩
主
松
平
定
信
が
、
従
来
の
学
問
所
を
白
河
会
津
町
に
拡
張
し
て
立
教
館
と
称
し
た
。
文
政
六
年
(
一
八
二
三)
藩
主
定
永
の
桑
名
転
封
に
伴
い
、
立
教
館
は
桑
名
伊
賀
町
に
移
る
。
明
治
三
年
(
一
八
七
〇)
吉
ノ
丸
に
改
築
拡
張
し
た
が
、
翌
年
廃
藩
と
な
り
間
も
な
く
閉
校
し
た
。
江
戸
八
丁
堀
の
藩
邸
内
に
も
学
校
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
旧
蔵
書
の
一
部
は
内
閣
文
庫
や
国
立
国
会
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
掲
出
書
に
は
｢
桑
名
文
庫｣
印
が
併
せ
押
さ
れ
て
い
る
。
｢
立
教
館
図
書
印｣
(
36)
＊
江
談
抄
(
Ⅱ
一
Ｅ
一
〇
八
二)
求
言
録
(
Ⅵ
六
三
八)
論
語
集
解
(
一
Ｃ
四
一)
二
八
高
知
藩
校
土
佐
国
高
知
藩
の
藩
校
。
藩
主
山
内
豊
敷
は
、
享
保
十
七
年
(
一
七
三
二)
藩
士
子
弟
の
教
育
の
た
め
に
高
知
北
会
所
に
会
所
講
を
創
め
、
つ
い
で
宝
暦
十
年
(
一
七
六
〇)
土
佐
郡
追
手
筋
に
藩
校
を
創
設
し
教
授
館
と
称
し
た
。
天
保
三
年
(
一
八
三
二)
教
授
館
内
に
特
設
さ
れ
た
医
学
科
は
、
天
保
十
四
年
(
一
八
四
三)
帯
屋
町
に
移
さ
れ
医
学
館
(
弘
化
二
年
沢
流
館
と
改
称)
と
な
る
。
弘
化
三
年
(
一
八
四
六)
に
は
武
芸
所
が
新
設
さ
れ
、
教
授
館
は
次
第
に
活
発
さ
を
失
う
。
文
久
二
年
(
一
八
六
二)
藩
主
豊
範
は
教
授
館
を
廃
し
、
城
下
西
弘
小
路
に
文
武
館
(
慶
応
元
年
致
道
館
と
改
称)
を
設
立
す
る
。
慶
応
二
年
(
一
八
六
六)
に
は
洋
学
校
開
成
館
を
九
反
田
に
設
立
し
西
洋
各
国
の
学
術
を
教
授
さ
せ
た
。
致
道
館
は
明
治
五
年
(
一
八
七
二)
閉
校
。
旧
蔵
書
は
高
知
県
立
中
央
図
書
館
に
受
け
継
が
れ
る
が
昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五)
の
戦
災
で
焼
失
と
い
う
。
｢
教
授
館
図
書｣
(
59)
N
ederlandsch-Japaneesch
w
oordenboek
(
ＸⅦ
一
二
Ｃ
三
八)
二
九
佐
伯
藩
校
豊
後
国
佐
伯
藩
毛
利
家
の
藩
校
。
佐
伯
藩
の
藩
校
は
、
宝
永
元
年
(
一
七
〇
四)
藩
主
毛
利
高
慶
の
学
習
所
設
立
に
始
ま
る
。
安
永
六
年
(
一
七
七
七)
藩
主
高
標
は
城
内
鶴
谷
に
学
舎
を
新
築
し
て
四
教
堂
と
称
し
た
。
の
ち
四
教
堂
に
隣
接
し
て
武
芸
稽
古
場
が
設
け
ら
れ
藩
士
の
子
弟
は
文
武
の
兼
修
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
明
治
四
年
(
一
八
七
一)
廃
藩
と
と
も
に
閉
校
し
た
。
毛
利
高
標
は
愛
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
蒐
め
た
蔵
書
は
八
万
冊
に
及
び
佐
伯
文
庫
と
称
し
た
。
掲
出
書
に
は
｢
佐
伯
文
庫｣
印
も
併
捺
さ
れ
て
い
る
。
｢
四
教
堂
蔵｣
(
63)
五
百
家
注
音
弁
昌
黎
先
生
文
集
(
三
Ａ
ｅ
一
一)
三
〇
静
岡
学
問
所
駿
河
国
静
岡
藩
徳
川
家
の
藩
校
。
安
政
元
年
(
一
八
五
四)
駿
府
に
設
立
さ
れ
た
駿
府
学
問
所
を
前
身
と
す
る
。
文
久
元
年
(
一
八
六
一)
明
新
館
と
改
称
し
て
慶
応
四
年
(
一
八
六
八)
ま
で
存
続
。
そ
の
後
を
受
け
て
明
治
元
年
府
中
学
問
所
と
し
て
開
設
し
た
。
徳
川
家
の
駿
府
移
封
に
従
う
よ
う
に
、
江
戸
の
開
成
所
や
昌
平
坂
学
問
所
、
横
浜
の
仏
蘭
西
語
学
伝
習
所
の
教
授
や
蔵
書
の
一
部
が
移
っ
て
い
る
。
翌
年
府
中
が
静
岡
と
改
称
さ
れ
る
と
静
岡
学
問
所
と
称
し
た
。
学
頭
は
向
山
黄
村
。
明
治
五
年
(
一
八
七
二)
学
制
頒
布
に
伴
い
閉
校
。
旧
蔵
書
の
多
く
は
、
静
岡
県
立
図
書
館
内
の
葵
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
｢
静
岡
学
校｣
(
50)
戦
場
百
箇
条
(
ＸⅥ
一
Ｃ
ａ
四)
三
一
彰
考
館
常
陸
国
水
戸
藩
の
修
史
局
。
明
暦
三
年
(
一
六
五
七)
『
大
日
本
史』
編
纂
の
た
め
江
戸
神
田
の
別
邸
(
の
ち
駒
込)
に
置
か
れ
た
編
纂
局
に
始
ま
る
。
徳
川
光
圀
は
藩
主
就
任
後
の
寛
文
十
二
年
(
一
六
七
二)
こ
れ
を
小
石
川
の
本
邸
内
に
移
し
彰
考
館
と
命
名
。
修
史
事
業
の
ほ
か
、
藩
士
の
教
育
も
行
な
っ
て
い
た
。
貞
享
三
年
(
一
六
八
六)
以
後
は
水
戸
城
内
二
の
丸
に
彰
考
館
別
館
が
設
け
ら
れ
、
元
禄
十
五
年
(
一
七
〇
二)
以
後
は
江
戸
と
水
戸
双
方
で
業
務
を
分
担
し
て
い
た
。
明
治
四
年
(
一
八
七
一)
廃
藩
と
な
る
と
修
史
事
業
は
水
戸
徳
川
家
が
継
承
し
、
明
治
三
十
九
年
(
一
九
〇
六)
の
『
大
日
本
史』
完
成
に
よ
り
修
史
局
と
し
て
の
使
命
を
終
え
る
。
水
戸
に
あ
っ
た
蔵
書
七
万
冊
の
多
く
は
昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五)
の
空
襲
で
焼
失
す
る
が
、
戦
災
を
免
れ
た
資
料
が
水
府
明
徳
会
彰
考
館
に
存
す
る
。
｢
彰
考
館｣
(
53)
吉
原
大
全
( 
五
Ｃ
四
四)
三
二
昌
平
坂
学
問
所
江
戸
幕
府
の
教
育
機
関
。
正
式
に
は
学
問
所
。
昌
平
黌
と
称
さ
れ
た
。
寛
永
七
年
(
一
六
三
〇)
上
野
忍
岡
に
賜
給
さ
れ
た
別
屋
敷
に
林
家
の
私
塾
が
建
て
ら
れ
た
の
に
始
ま
る
。
元
禄
三
年
(
一
六
九
〇)
将
軍
綱
吉
に
よ
り
神
田
湯
島
に
移
転
。
こ
の
時
林
羅
山
鵞
峰
父
子
蒐
集
の
書
籍
が
移
管
さ
れ
た
。
寛
政
九
年
(
一
七
九
七)
に
は
幕
府
直
臣
の
子
弟
の
教
育
を
主
な
目
的
と
す
る
幕
府
直
轄
の
学
問
所
と
な
る
。
文
化
元
年
(
一
八
〇
四)
大
坂
の
木
村
蒹
葭
堂
の
旧
蔵
書
、
文
化
五
年
(
一
八
〇
八)
近
江
仁
正
寺
藩
主
市
橋
長
昭
収
集
の
宋
元
版
が
献
納
さ
れ
蔵
書
が
充
実
し
た
。
ま
た
、
文
化
文
政
期
(
一
八
〇
四
―
一
八
三
〇)
に
は
学
問
所
内
に
御
実
紀
・
地
誌
・
沿
革
の
三
史
局
が
開
設
さ
れ
、
そ
の
編
集
資
料
と
し
て
も
多
く
の
書
籍
が
集
め
ら
れ
た
。
幕
末
期
に
は
医
学
所
、
蕃
書
調
所
と
と
も
に
幕
府
の
教
育
施
設
と
し
て
全
国
で
も
規
模
を
誇
る
も
の
で
あ
っ
た
。
維
新
に
よ
り
接
収
さ
れ
昌
平
学
校
と
改
称
し
明
治
二
年
(
一
八
六
九)
再
開
。
さ
ら
に
大
学
と
名
を
改
め
る
が
学
制
改
革
の
た
め
休
校
と
な
り
自
然
閉
校
と
な
っ
た
。
旧
蔵
書
の
大
半
は
内
閣
文
庫
に
架
蔵
さ
れ
る
。
｢
御
書
物
方｣
(
47)
金
葉
和
歌
集
(
三
Ｆ
ａ
へ
五
〇)
｢
昌
平
坂
学
問
所｣
(
46)
集
千
家
註
批
点
杜
工
部
詩
集
(
二
Ｂ
ｄ
一
二)
｢
編
脩
地
志
備
用
典
籍｣
(
72)
駿
河
国
興
津
江
尻
巡
村
記
( 
五
Ｃ
二
七)
三
三
昭
和
小
学
校
東
京
都
文
京
区
に
あ
る
公
立
小
学
校
。
昭
和
四
年
(
一
九
二
九)
旧
本
郷
区
の
最
も
新
し
い
尋
常
小
学
校
と
し
て
開
校
。
昭
和
十
六
年
(
一
九
四
一)
東
京
市
昭
和
国
民
学
校
と
改
称
。
昭
和
十
九
年
(
一
九
四
四)
栃
木
県
馬
頭
町
ほ
か
二
村
に
学
童
疎
開
。
昭
和
二
十
二
年
(
一
九
四
七)
区
立
昭
和
小
学
校
と
な
る
。
掲
出
書
は
昭
和
三
十
七
年
(
一
九
六
二)
東
洋
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
｢
東
京
市
昭
和
尋
常
小
学
校
印｣
(
27)書
経
集
註
(
Ⅰ
三
八
〇
七)
書
伝
輯
録
簒
註
(
Ⅰ
三
八
〇
九)
＊
春
秋
左
氏
伝
校
本
(
Ⅰ
六
Ｂ
八
一
八)
春
秋
左
伝
(
Ⅰ
六
Ｂ
八
一
九)
孝
経
大
義
詳
解
(
Ⅰ
七
八
〇
八)
四
書
正
解
(
Ⅰ
八
Ａ
八
〇
九)
増
補
元
明
史
略
(
Ⅹ
六
Ｂ
ｃ
一
〇
〇
七)
三
四
第
一
高
等
中
学
校
帝
国
大
学
の
予
備
教
育
機
関
。
前
身
は
明
治
十
年
(
一
八
七
七)
に
文
部
省
直
轄
東
京
英
語
学
校
と
東
京
開
成
学
校
普
通
科
を
併
せ
て
成
立
し
た
東
京
大
学
予
備
門
で
あ
る
。
明
治
十
九
年
(
一
八
八
六)
の
中
学
校
令
に
よ
り
東
京
大
学
か
ら
分
離
し
、
第
一
高
等
中
学
校
と
な
る
。
明
治
二
十
年
(
一
八
八
七)
千
葉
に
医
学
部
を
設
置
。
明
治
二
十
二
年
(
一
八
八
九)
に
は
東
京
本
郷
向
ヶ
丘
に
移
転
。
明
治
二
十
七
年
(
一
八
九
四)
高
等
学
校
令
の
公
布
に
よ
り
第
一
高
等
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
第
一
高
等
学
校
は
昭
和
二
十
四
年
(
一
九
四
九)
東
京
大
学
に
吸
収
さ
れ
そ
の
教
養
学
部
と
な
っ
た
。
｢
第
一
高
等
中
学
校
図
書｣
(
75)英
華
字
彙
(
Ⅷ
一
〇
一
〇
二
八)
三
五
大
学
南
校
明
治
初
期
の
官
立
洋
学
教
育
機
関
。
神
田
一
ツ
橋
に
位
置
し
て
い
た
。
現
在
の
東
京
大
学
の
源
流
の
ひ
と
つ
。
明
治
二
年
(
一
八
六
九)
政
府
は
昌
平
学
校
(
昌
平
坂
学
問
所)
を
大
学
と
改
め
、
開
成
学
校
(
開
成
所)
と
医
学
校
(
医
学
所)
の
二
校
を
分
局
と
し
て
統
合
し
た
。
こ
の
時
に
開
成
学
校
を
大
学
南
校
、
医
学
所
を
大
学
東
校
と
称
し
た
。
大
学
南
校
は
講
習
所
・
伝
習
所
・
数
学
所
(
局)
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
ま
た
、
翻
訳
局
が
設
け
ら
れ
蕃
書
調
所
時
代
か
ら
の
任
務
で
あ
る
洋
書
の
翻
訳
出
版
事
業
が
引
継
が
れ
た
。
翌
明
治
三
年
(
一
八
七
〇)
各
藩
の
派
遣
す
る
英
才
を
受
入
れ
る
貢
進
生
制
度
が
実
施
さ
れ
人
材
養
成
機
関
と
し
て
の
役
割
も
明
確
に
な
っ
た
。
明
治
四
年
(
一
八
七
一)
七
月
大
学
の
廃
止
に
よ
り
南
校
と
改
称
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
文
部
省
の
所
管
と
な
る
。
九
月
に
は
学
制
改
革
実
現
の
た
め
閉
校
と
な
り
、
翻
訳
局
は
文
部
省
編
輯
寮
に
移
管
、
貢
進
生
制
度
も
廃
止
さ
れ
た
。
翌
月
再
開
校
し
た
後
は
、
第
一
大
学
区
第
一
番
中
学
、
東
京
開
成
学
校
な
ど
と
名
称
を
改
め
、
明
治
十
年
(
一
八
七
七)
東
京
大
学
と
な
っ
た
。
｢
大
学
南
校｣
(
71)
英
華
字
彙
(
Ⅷ
一
〇
一
〇
二
八)
三
六
高
松
藩
校
讃
岐
国
高
松
藩
松
平
家
の
藩
校
。
元
禄
十
五
年
(
一
七
〇
二)
藩
主
松
平
頼
常
が
城
下
中
野
天
満
宮
南
に
藩
校
講
堂
を
設
置
し
た
。
享
保
年
間
(
一
七
一
六
―
一
七
三
五)
に
一
時
廃
さ
れ
る
が
、
元
文
二
年
(
一
七
三
七)
に
復
興
。
安
永
八
年
(
一
七
七
九)
藩
主
頼
真
が
天
満
宮
北
に
藩
校
講
道
館
を
創
設
、
総
裁
に
後
藤
芝
山
を
起
用
し
た
。
天
保
三
年
(
一
八
三
二)
藩
主
頼
恕
は
城
内
に
史
局
考
信
閣
を
設
け
編
纂
事
業
を
進
め
た
。
慶
応
元
年
(
一
八
六
五)
に
は
講
道
館
中
に
洋
学
校
・
皇
学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
藩
校
は
廃
藩
後
に
廃
止
さ
れ
、
香
川
県
歴
史
博
物
館
に
旧
蔵
書
若
干
が
残
る
。
披
雲
閣
は
、
城
内
三
ノ
丸
に
あ
っ
た
藩
主
居
館
の
名
で
あ
る
。
｢
披
雲
閣
蔵
書｣
(
74)
春
雨
抄
(
Ⅷ
四
Ａ
二
九)
三
七
田
中
藩
校
駿
河
国
田
中
藩
本
多
家
の
藩
校
。
天
保
五
年
(
一
八
三
四)
藩
主
正
寛
に
よ
り
学
問
所
と
稽
古
所
が
設
け
ら
れ
、
天
保
八
年
(
一
八
三
七)
田
中
城
大
手
門
内
に
日
知
館
が
創
設
さ
れ
た
。
当
初
、
日
知
館
で
は
武
道
に
重
点
が
お
か
れ
、
水
戸
の
弘
道
館
と
並
び
称
せ
ら
れ
た
。
万
延
元
年
(
一
八
六
〇)
に
は
芳
野
金
陵
の
建
言
に
よ
り
江
戸
藩
邸
に
も
日
知
館
が
置
か
れ
る
。
慶
応
四
年
(
一
八
六
八)
本
多
正
訥
が
安
房
長
尾
に
転
封
、
藩
校
日
知
館
も
明
治
二
年
(
一
八
六
九)
長
尾
に
移
っ
た
。
｢
日
知
館
文
庫
印｣
(
30)
京
都
将
軍
家
所
領
役
考
( 
三
Ｄ
ｄ
五
八)
三
八
津
和
野
藩
校
石
見
国
津
和
野
藩
亀
井
家
の
藩
校
。
天
明
六
年
(
一
七
八
六)
藩
主
亀
井
矩
賢
に
よ
り
津
和
野
町
後
田
に
設
け
ら
れ
、
養
老
館
と
名
付
け
ら
れ
た
。
弘
化
四
年
(
一
八
四
七)
藩
主 
監
が
藩
学
の
拡
張
強
化
を
図
り
、
養
老
館
に
武
道
教
場
を
増
設
し
文
武
教
育
の
完
成
を
み
る
。
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九)
さ
ら
に
拡
張
。
の
ち
殿
町
に
移
る
。
明
治
四
年
(
一
八
七
一)
廃
藩
に
よ
り
閉
校
と
な
る
。
旧
蔵
書
は
津
和
野
郷
土
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
｢
津
和
野
文
庫｣
(
55)
史
記
正
義
(
三
Ａ
ｈ
一
三)
三
九
東
京
高
等
師
範
学
校
戦
前
期
東
京
に
あ
っ
た
教
員
養
成
機
関
。
明
治
五
年
(
一
八
七
二)
東
京
湯
島
昌
平
黌
に
師
範
学
校
と
し
て
開
校
、
英
米
の
教
授
法
を
導
入
し
て
小
学
校
教
員
の
養
成
に
あ
た
っ
た
。
明
治
六
年
(
一
八
七
三)
附
属
小
学
校
を
設
置
し
東
京
師
範
学
校
と
改
称
す
る
。
明
治
八
年
(
一
八
七
五)
中
学
師
範
学
科
を
創
設
し
中
等
学
校
教
員
養
成
に
着
手
。
明
治
十
九
年
(
一
八
八
六)
師
範
学
校
令
に
よ
り
高
等
師
範
学
校
と
な
る
。
明
治
三
十
五
年
(
一
九
〇
二)
東
京
高
等
師
範
学
校
と
改
称
、
大
塚
に
移
転
す
る
。
昭
和
四
年
(
一
九
二
九)
専
攻
科
が
東
京
文
理
大
学
と
し
て
改
組
昇
格
す
る
と
、
そ
の
附
置
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
四
年
(
一
九
四
九)
東
京
文
理
大
学
と
と
も
に
新
制
大
学
の
東
京
教
育
大
学
の
母
体
と
な
っ
た
。
｢
高
等
師
範
学
校
図
書
消
却
之
印｣
(
49)
文
芸
類
纂
(
Ⅱ
一
Ｄ
一
〇
〇
二)
＊
宇
治
拾
遺
物
語
(
Ⅶ
二
Ｄ
ｂ
一
七)
｢
東
京
高
等
師
範
学
校
第
冊｣
(
61)後
漢
書
補
注
(
Ⅱ
一
一
五
九)
｢
東
京
師
範
学
校
図
書
印｣
(
62)
後
漢
書
補
注
(
Ⅱ
一
一
五
九)
文
芸
類
簒
(
Ⅱ
一
Ｄ
一
〇
〇
二)
＊
宇
治
拾
遺
物
語
(
Ⅶ
二
Ｄ
ｂ
一
七)
四
〇
東
京
帝
国
大
学
明
治
初
年
設
立
の
大
学
校
を
淵
源
と
す
る
国
の
高
等
教
育
機
関
。
紆
余
曲
折
を
経
て
、
明
治
十
年
(
一
八
七
七)
文
部
省
は
東
京
開
成
学
校
と
東
京
医
学
校
を
併
合
し
て
東
京
大
学
を
創
設
す
る
。
明
治
十
九
年
(
一
八
八
六)
帝
国
大
学
令
に
よ
り
東
京
大
学
は
帝
国
大
学
と
改
称
さ
れ
、
明
治
三
十
年
(
一
八
九
七)
京
都
帝
国
大
学
の
設
立
を
機
に
東
京
帝
国
大
学
と
名
称
を
改
め
た
。
附
属
図
書
館
の
源
流
は
、
東
京
開
成
学
校
の
書
籍
縦
覧
室
(
明
治
七
年
設
置)
、
東
京
医
学
校
の
図
書
展
覧
室
(
明
治
九
年
設
置)
に
遡
る
。
大
正
十
二
年
(
一
九
二
三)
の
関
東
大
震
災
で
は
附
属
図
書
館
蔵
書
が
灰
燼
に
帰
し
た
ほ
か
、
白
山
黒
水
文
庫
な
ど
学
内
蔵
書
七
十
五
万
冊
を
失
っ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
昭
和
二
十
二
年
(
一
九
四
七)
大
学
名
を
再
び
明
治
初
年
の
東
京
大
学
と
改
称
し
、
昭
和
二
十
四
年
(
一
九
四
九)
新
制
国
立
大
学
に
転
換
し
た
。
｢
東
京
帝
国
大
学
図
書
印｣
(
82)
地
理
志
(
Ⅵ
一
七
五)
四
一
名
古
屋
藩
校
尾
張
国
名
古
屋
藩
徳
川
家
の
藩
校
。
寛
延
元
年
(
一
七
四
八)
に
蟹
養
斎
が
藩
の
許
可
を
得
て
巾
下
埋
門
外
に
学
館
を
創
設
、
明
倫
堂
と
称
し
た
。
天
明
三
年
(
一
七
八
三)
藩
主
徳
川
宗
睦
は
庶
政
刷
新
の
一
環
と
し
て
片
端
長
島
町
に
学
校
を
開
設
し
明
倫
堂
を
再
興
し
た
。
初
代
総
裁
に
細
井
平
洲
を
起
用
し
た
。
天
明
五
年
(
一
七
八
五)
東
隣
地
に
移
転
。
出
版
事
業
に
も
意
を
用
い
、『
群
書
治
要』
な
ど
の
漢
籍
刊
行
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
明
治
二
年
(
一
八
六
九)
職
制
改
正
に
よ
り
明
倫
堂
の
号
を
廃
し
て
単
に
学
校
と
の
み
称
す
る
に
至
っ
た
。
明
治
四
年
(
一
八
七
一)
廃
藩
に
際
し
て
閉
校
と
な
る
。
旧
蔵
書
は
愛
知
教
育
大
学
、
蓬
左
文
庫
、
国
立
国
会
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
｢
明
倫
堂
図
書｣
(
55)
周
南
先
生
文
集
(
Ⅶ
四
Ｂ
一
二
八)
四
二
新
潟
第
一
師
範
学
校
第
二
次
世
界
大
戦
下
新
潟
県
の
教
員
養
成
機
関
。
明
治
八
年
(
一
八
七
五)
設
立
の
乙
組
小
学
講
習
所
を
前
身
と
す
る
。
講
習
所
は
明
治
十
年
(
一
八
七
七)
新
潟
県
師
範
校
と
改
称
、
さ
ら
に
県
立
新
潟
学
校
に
合
併
し
そ
の
師
範
学
科
と
な
っ
た
。
明
治
十
九
年
(
一
八
八
六)
師
範
学
科
は
独
立
し
て
新
潟
県
尋
常
師
範
学
校
と
な
る
。
新
潟
県
師
範
学
校
(
明
治
三
十
年)
、
新
潟
県
第
一
師
範
学
校
(
明
治
三
十
二
年)
、
新
潟
県
新
潟
師
範
学
校
(
明
治
三
十
四
年)
と
変
遷
の
後
、
昭
和
十
八
年
(
一
九
四
三)
戦
時
政
策
の
一
環
で
官
立
専
門
学
校
に
改
編
さ
れ
新
潟
第
一
師
範
学
校
と
な
る
。
女
子
部
の
淵
源
は
、
明
治
十
二
年
(
一
八
七
九)
県
立
新
潟
学
校
に
設
置
さ
れ
た
女
子
師
範
学
科
に
始
ま
る
。
明
治
三
十
三
年
(
一
九
〇
〇)
長
岡
女
子
師
範
学
校
の
創
設
に
伴
い
廃
止
さ
れ
る
ま
で
女
子
部
と
し
て
変
遷
を
と
も
に
し
、
昭
和
十
八
年
に
新
潟
第
一
師
範
学
校
が
長
岡
女
子
師
範
学
校
を
吸
収
、
再
び
そ
の
女
子
部
と
な
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
新
潟
第
一
師
範
学
校
は
新
制
新
潟
大
学
の
教
育
学
部
本
校
と
な
っ
た
。
｢
新
潟
第
一
師
範
学
校
女
子
部
報
国
図
書
印｣
(
30)
上
海
史
話
(
四
五
一
八)
四
三
日
本
大
学
東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
に
本
部
を
置
く
私
立
大
学
。
明
治
二
十
二
年
(
一
八
八
九)
司
法
大
臣
の
山
田
顕
義
が
開
設
し
た
日
本
法
律
学
校
を
起
源
と
す
る
。
翌
明
治
二
十
三
年
(
一
八
九
〇)
皇
典
講
究
所
(
国
学
院
大
学
の
前
身)
内
に
開
学
。
明
治
二
十
九
年
(
一
八
九
六)
神
田
三
崎
町
に
移
転
。
明
治
三
十
四
年
(
一
九
〇
一)
高
等
師
範
部
を
置
き
、
明
治
三
十
六
年
(
一
九
〇
三)
日
本
大
学
と
改
称
し
た
。
大
正
九
年
(
一
九
二
〇)
大
学
令
に
よ
る
大
学
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
組
織
を
拡
大
し
て
総
合
大
学
へ
の
道
を
歩
み
、
昭
和
二
十
四
年
(
一
九
四
九)
新
制
大
学
に
移
行
す
る
。
大
学
図
書
館
は
昭
和
十
一
年
(
一
九
三
六)
開
館
。
｢
日
本
大
学
図
書
館
蔵
書｣
(
36)御
定
駢
字
類
編
(
Ⅲ
一
五
一
九)
四
四
沼
津
兵
学
校
明
治
初
期
、
静
岡
藩
徳
川
家
が
開
い
た
陸
軍
将
校
養
成
機
関
。
明
治
維
新
に
際
し
沼
津
に
移
住
し
た
旧
幕
臣
に
よ
り
明
治
二
年
(
一
八
六
九)
沼
津
城
内
に
徳
川
家
兵
学
校
が
開
校
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
江
戸
の
開
成
所
な
ど
が
所
蔵
し
て
い
た
書
籍
の
多
く
が
兵
学
校
に
移
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
沼
津
兵
学
校
と
改
称
、
こ
の
と
き
に
同
校
の
予
備
機
関
と
し
て
附
属
小
学
校
が
設
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
近
代
的
な
小
学
校
の
先
駆
と
し
て
知
ら
れ
る
。
廃
藩
置
県
後
は
政
府
所
管
と
さ
れ
兵
部
省
に
移
管
、
陸
軍
兵
学
寮
の
分
校
と
な
る
。
明
治
五
年
(
一
八
七
二)
東
京
の
兵
学
寮
に
合
併
吸
収
さ
れ
閉
校
と
な
っ
た
。
当
初
、
陸
軍
頭
取
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
教
授
に
は
頭
取
と
し
て
西
周
が
就
任
す
る
な
ど
当
時
の
第
一
級
の
学
者
・
技
術
者
が
充
て
ら
れ
た
。
特
に
数
学
教
育
に
つ
い
て
は
当
時
の
最
高
水
準
を
誇
る
。
旧
蔵
書
の
一
部
は
沼
津
市
立
駿
河
図
書
館
に
沼
津
文
庫
と
し
て
現
存
す
る
。
｢
沼
津
学
校｣
(
39)
A
tonic
dictionary
ofthe
C
hinese
language
in
the
C
anton
dialect
(
Ⅲ
一
二
Ｄ
ａ
一
八)
四
五
沼
田
藩
校
上
野
国
沼
田
藩
土
岐
家
の
藩
校
。
寛
保
二
年
(
一
七
四
二)
駿
河
国
田
中
か
ら
入
封
の
藩
主
土
岐
頼
稔
が
城
内
に
学
問
所
を
設
け
、
沼
田
学
舎
が
発
足
す
る
。
以
後
の
推
移
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
弘
化
元
年
(
一
八
四
四)
藩
主
頼
寧
が
江
戸
麻
布
見
坂
邸
内
に
設
け
た
学
問
所
は
、
文
久
元
年
(
一
八
六
一)
藩
主
頼
之
の
時
に
沼
田
学
舎
分
校
敬
修
堂
と
改
称
し
て
い
る
。
嘉
永
四
年
(
一
八
五
一)
学
問
所
を
増
設
。
明
治
元
年
(
一
八
六
八)
に
廃
止
さ
れ
、
私
塾
と
な
る
。
｢
沼
田
学
舎
蔵
書｣
(
32)
米
菴
蔵
筆
譜
(
Ⅸ
四
Ｃ
一
一
五
八)
四
六
彦
根
藩
校
近
江
国
彦
根
藩
井
伊
家
の
藩
校
。
寛
政
十
一
年
(
一
七
九
九)
藩
主
井
伊
直
中
が
稽
古
館
を
設
立
。
天
保
元
年
(
一
八
三
〇)
藩
主
直
亮
は
、
名
称
を
弘
道
館
に
改
め
る
。
文
久
二
年
(
一
八
六
二)
一
時
閉
鎖
。
文
武
館
(
明
治
二
年)
、
学
館
(
明
治
三
年)
、
さ
ら
に
学
校
と
改
称
さ
れ
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二)
閉
校
。
藩
校
の
流
れ
を
汲
む
彦
根
中
学
校
は
、
名
称
変
更
の
の
ち
昭
和
二
十
三
年
(
一
九
四
八)
彦
根
東
高
等
学
校
と
な
る
。
旧
蔵
書
は
、
滋
賀
大
学
教
育
学
部
図
書
館
、
彦
根
東
高
等
学
校
、
彦
根
市
立
図
書
館
な
ど
に
分
散
し
て
い
る
。
｢
彦
根
藩
学
校
蔵
書｣
(
60)
三
代
実
録
(
Ⅹ
五
Ｄ
一
七)
四
七
豊
山
大
学
明
治
大
正
期
の
真
言
宗
豊
山
派
の
私
立
大
学
。
明
治
二
十
年
(
一
八
八
七)
真
言
宗
新
義
派
大
学
林
と
し
て
設
立
さ
れ
る
。
明
治
四
十
一
年
(
一
九
〇
八)
豊
山
大
学
と
改
称
。
初
代
学
長
は
権
田
雷
斧
。
大
正
十
三
年
(
一
九
二
四)
仏
教
連
合
に
よ
る
財
団
法
人
仏
教
教
育
財
団
が
設
立
さ
れ
、
天
台
宗
大
学
(
明
治
十
八
年
設
立)
、
浄
土
宗
宗
教
大
学
(
明
治
二
十
年
設
立)
と
と
も
に
仏
教
連
合
大
学
と
な
る
。
大
正
十
五
年
(
一
九
二
六)
大
学
令
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
大
正
大
学
の
前
身
で
あ
る
。
｢
豊
山
大
学
図
書
之
印
章｣
(
46)
皇
朝
経
世
文
編
( 
三
一
〇
〇
二)
四
八
三
菱
商
業
学
校
明
治
前
期
の
私
立
専
門
学
校
。
明
治
十
一
年
(
一
八
七
八)
三
菱
社
員
の
子
弟
を
教
育
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
。
岩
崎
家
の
物
質
的
援
助
の
も
と
、
豊
川
良
平
の
主
宰
に
よ
り
開
校
す
る
。
ま
も
な
く
神
田
錦
町
三
丁
目
の
旧
旗
本
屋
敷
跡
に
移
る
。
教
員
の
支
援
を
慶
応
義
塾
に
仰
い
で
お
り
、
商
法
講
習
所
と
慶
応
義
塾
と
を
折
衷
し
た
学
校
で
あ
っ
た
。
時
宜
に
適
さ
ず
明
治
十
四
年
(
一
八
八
一)
閉
校
と
な
る
。
校
舎
や
学
生
は
、
同
じ
く
豊
川
良
平
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
明
治
義
塾
を
経
て
英
吉
利
法
律
学
校
(
明
治
十
八
年
創
立
。
中
央
大
学
の
前
身)
に
継
承
さ
れ
た
。
岩
崎
久
弥
も
三
菱
商
業
学
校
に
学
ん
で
い
る
。
｢
三
菱
商
業
学
校
書
籍
貸
渡
之
印｣
(
31)
春
秋
左
氏
伝
校
本
(
Ⅰ
六
Ｂ
八
一
〇)
｢
三
菱
商
業
学
校
蔵
書｣
(
31)
春
秋
左
氏
伝
校
本
(
Ⅰ
六
Ｂ
八
一
〇)
四
九
水
口
藩
校
近
江
国
水
口
藩
加
藤
家
の
藩
校
。
安
政
二
年
(
一
八
五
五)
藩
主
加
藤
明
軌
が
、
震
災
で
倒
壊
し
た
各
所
の
諸
芸
稽
古
所
を
統
合
し
、
藩
邸
内
に
翼
輪
堂
を
開
設
。
儒
者
中
村
栗
園
ら
の
教
授
の
も
と
藩
士
の
子
弟
に
教
育
し
た
。
明
治
元
年
(
一
八
六
八)
に
は
藩
外
へ
の
留
学
制
度
を
設
け
る
。
明
治
四
年
(
一
八
七
一)
講
武
局
を
併
合
し
て
尚
志
館
と
改
称
し
た
。
廃
藩
と
と
も
に
閉
校
。
旧
蔵
書
の
現
存
状
態
は
不
明
。
｢
翼
輪
堂
蔵
書
記｣
(
55)
羅
念
庵
集
(
Ⅳ
二
Ｅ
四)
五
〇
山
梨
県
尋
常
中
学
校
山
梨
県
甲
府
市
の
県
立
中
学
校
。
寛
政
年
間
に
甲
府
城
内
に
設
け
ら
れ
た
学
問
所
徽
典
館
に
起
源
を
持
つ
。
徽
典
館
は
明
治
六
年
(
一
八
七
三)
開
智
学
校
と
改
称
し
、
そ
の
後
師
範
講
習
学
校
と
な
る
が
、
明
治
十
三
年
(
一
八
八
〇)
そ
の
師
範
学
校
内
に
山
梨
中
学
と
し
て
開
設
さ
れ
る
。
明
治
十
五
年
(
一
八
八
二)
県
立
の
徽
典
館
に
名
称
を
改
め
た
後
、
明
治
二
十
年
(
一
八
八
七)
尋
常
中
学
と
な
る
。
明
治
三
十
九
年
(
一
九
〇
六)
県
立
甲
府
中
学
校
と
な
り
、
昭
和
三
年
(
一
九
二
八)
甲
府
市
美
咲
に
移
転
。
昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五)
戦
災
で
半
ば
を
焼
失
す
る
。
昭
和
二
十
三
年
(
一
九
四
八)
甲
府
第
一
高
等
学
校
と
な
る
。
山
梨
県
尋
常
中
学
校
時
代
の
明
治
三
十
年
(
一
八
九
七)
幣
原
坦
が
校
長
に
就
任
し
て
い
る
。
農
事
講
習
所
は
明
治
十
五
年
の
創
立
。
明
治
十
七
年
山
梨
農
学
校
と
改
称
後
、
明
治
十
九
年
に
県
立
徽
典
館
に
合
併
し
て
い
る
が
、
尋
常
中
学
の
発
足
時
に
廃
止
さ
れ
た
。
｢
山
梨
県
尋
常
中
学
校
印｣
(
35)綿
圃
要
務
(
ＸⅦ
一
Ｄ
一
〇
〇
八)
五
一
陸
軍
所
江
戸
時
代
末
期
に
幕
府
が
設
け
た
武
術
修
練
機
関
。
開
国
前
後
の
情
勢
緊
迫
化
を
背
景
に
安
政
三
年
(
一
八
五
六)
設
置
さ
れ
た
講
武
所
の
後
身
。
文
久
二
年
(
一
八
六
二)
以
降
、
幕
府
は
洋
式
軍
隊
の
建
設
を
め
ざ
し
軍
制
改
革
を
断
行
、
慶
応
二
年
(
一
八
六
六)
常
盤
橋
門
内
に
陸
軍
奉
行
の
管
下
の
陸
軍
所
を
設
置
す
る
。
こ
こ
に
講
武
所
の
砲
術
部
門
を
移
管
し
、
西
ノ
丸
下
厩
を
撒
兵
屯
所
、
新
橋
厩
を
遊
撃
隊
屯
所
と
し
、
ま
た
騎
兵
方
を
し
て
雉
子
橋
・
神
田
橋
の
厩
を
管
理
さ
せ
た
。
さ
ら
に
慶
応
三
年
(
一
八
六
七)
陸
軍
所
内
に
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
教
官
に
よ
る
三
兵
士
官
学
校
を
設
け
越
中
島
と
駒
場
野
を
練
兵
場
に
充
て
た
。
明
治
元
年
(
一
八
六
八)
江
戸
開
城
に
よ
り
消
滅
し
た
。
｢
陸
軍
所｣
(
63)
A
tonic
dictionary
ofthe
C
hinese
language
in
the
C
anton
dialect
(
Ⅲ
一
二
Ｄ
ａ
一
八)
五
二
陸
軍
幼
年
学
校
陸
軍
の
将
校
生
徒
に
な
る
た
め
に
必
要
な
素
養
を
与
え
る
教
育
機
関
。
明
治
三
年
(
一
八
七
〇)
大
阪
兵
学
寮
に
横
浜
仏
蘭
西
語
学
伝
習
所
を
合
併
し
て
幼
年
学
舎
を
設
け
た
。
明
治
五
年
(
一
八
七
二)
陸
軍
兵
学
寮
幼
年
学
校
に
改
組
、
明
治
八
年
(
一
八
七
五)
陸
軍
幼
年
学
校
と
し
て
兵
学
寮
か
ら
分
離
独
立
し
、
陸
軍
省
の
管
轄
下
に
入
る
。
明
治
十
年
(
一
八
七
七)
陸
軍
士
官
学
校
に
合
併
さ
れ
た
が
、
明
治
二
十
年
(
一
八
八
七)
再
び
独
立
し
た
。
明
治
三
十
年
(
一
八
九
七)
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
に
改
編
、
大
正
九
年
(
一
九
二
〇)
陸
軍
士
官
学
校
予
科
と
な
る
。
明
治
三
十
年
に
仙
台
・
名
古
屋
・
大
阪
・
広
島
・
熊
本
に
設
置
さ
れ
た
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
は
、
大
正
十
一
年
(
一
九
二
二)
以
降
、
軍
縮
を
反
映
し
て
順
次
廃
止
さ
れ
る
が
、
軍
備
拡
充
の
た
め
昭
和
十
一
年
(
一
九
三
六)
か
ら
順
次
復
活
す
る
。
昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五)
敗
戦
に
よ
り
解
散
。
｢
陸
軍
幼
年
学
校｣
(
34)
大
越
史
記
全
書
(
Ⅹ
二
八
〇
一)
五
三
和
学
講
談
所
江
戸
時
代
後
期
の
幕
府
の
教
育
兼
調
査
機
関
。
和
学
所
と
も
い
う
。
塙
保
己
一
の
私
塾
と
し
て
出
発
し
、
寛
政
五
年
(
一
七
九
三)
幕
府
に
出
願
し
て
江
戸
麹
町
の
裏
六
番
町
に
創
立
。
当
初
は
寺
社
奉
行
の
所
管
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
林
大
学
頭
の
支
配
に
定
ま
っ
た
。
文
化
二
年
(
一
八
〇
五)
表
六
番
町
に
移
転
。
明
治
元
年
(
一
八
六
八)
に
は
活
動
を
停
止
し
て
い
る
。
稿
本
類
は
明
治
政
府
の
修
史
局
に
引
継
が
れ
、
編
纂
事
業
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
書
籍
は
流
出
し
た
も
の
も
多
い
が
、
そ
の
大
半
は
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
｢
和
学
講
談
所｣
(
74)
＊
続
蒙
求
( 
四
Ｂ
一
二)
万
葉
集
(
五
Ｃ
八)
五
四
和
歌
山
藩
校
紀
伊
国
和
歌
山
藩
徳
川
家
の
藩
校
。
正
徳
三
年
(
一
七
一
三)
藩
主
徳
川
吉
宗
の
時
、
湊
に
講
釈
所
が
開
設
さ
れ
る
。
享
保
年
間
(
一
七
一
六
―
一
七
三
五)
初
頭
に
は
講
堂
が
設
置
さ
れ
、
儒
者
・
物
読
・
教
授
の
三
職
が
置
か
れ
た
。
そ
の
後
、
講
堂
は
荒
廃
す
る
が
、
寛
政
三
年
(
一
七
九
一)
藩
主
治
宝
が
再
興
、
規
模
を
拡
張
し
て
学
習
館
と
改
称
す
る
。
翌
年
に
医
学
館
設
置
。
寛
政
五
年
(
一
七
九
三)
江
戸
赤
坂
の
藩
邸
内
に
明
教
館
が
設
け
ら
れ
、
文
化
元
年
(
一
八
〇
四)
に
は
伊
勢
松
坂
に
学
問
所
が
設
置
さ
れ
る
。
嘉
永
七
年
(
一
八
五
四)
に
は
江
戸
藩
邸
に
国
学
所
(
古
学
館)
が
、
安
政
三
年
(
一
八
五
六)
に
は
和
歌
山
に
国
学
所
と
文
武
場
が
設
置
さ
れ
る
。
慶
応
二
年
(
一
八
六
六)
茂
承
に
よ
り
藩
校
改
革
が
進
め
ら
れ
、
学
習
館
と
文
武
場
が
統
合
さ
れ
た
。
明
治
二
年
(
一
八
六
九)
に
は
学
校
と
名
を
改
め
、
国
学
寮
・
漢
学
寮
・
洋
学
寮
を
設
置
。
旧
蔵
書
の
大
半
は
和
歌
山
大
学
が
紀
州
藩
文
庫
と
し
て
所
蔵
し
て
い
る
。
｢
北
葵
文
庫｣
(
33)
伊
勢
物
語
(
三
Ｂ
ａ
四)
(
国
立
国
会
図
書
館
司
書)
